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第 2 章 頭首工の施設構成・構造諸元 

関連条項［基準 2、運用 2］ 

一般的、標準的な頭首工は、次に示すような施設で構成される場合が多い。 

頭首工 取入口 取水庭（運用 9 ） 

ゲート（ 〃  ） 

計量施設（ 〃 ） 

取水堰 固定堰 堰 体（運用 10-3） 

  エプロン（運用 10-7）

可動堰 洪水吐き 堰 柱（運用 10-12～18） 

  床 版（運用 10-20） 

エプロン（運用 10-20）

ゲート（運用 10-19） 

土砂吐き 堰 柱（運用 10-12～18） 

床 版（運用 10-20） 

エプロン（運用 10-20）

導流壁（運用 10-10） 

ゲート（運用 10-19） 

止水壁及び阻壁（運用 10-21～23） 

護床工（運用 10-24～25） 

附帯施設 基礎工（運用 11-2～3） 

魚 道（運用 11-4） 

放流施設（運用 11-1） 

沈砂池（運用 11-5） 

護岸及び高水敷保護工（運用 11-6） 

その他（舟通し等）(運用 11-1） 

管理施設 操作設備（運用 12-1) 

管理橋（運用 12-2) 

その他（受配電設備、安全施設等）(運用 12-3) 

ここで示しているのは、あくまでも一般的・標準的な構成で、これ以外の施設が追加されるもの

やこのような構成をとらない頭首工も存在する。 

なお、図中（ ）で示す数字は、各施設について規定した基準及び運用の条文である。 

また、標準的な頭首工の構造、一般的な諸元の呼び名については、図-2.1 と表-2.1 に示す。 

（基準 12） 

（基準 11） 

（運用 10-3）

（基準 9 ） 

（運用 10-8）

（運用 10-10）

（基準 10 ）

（運用 10-9） 
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図-2.1 頭首工の標準的諸元説明図（a） 
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図-2.1 頭首工の標準的諸元説明図（b）
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なお、エプロンと床版は以下のとおりである。 

 

 
 

 

図-2.2 エプロン及び床版の区分 
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